
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 円筒状の濾過部の開口部を上下一対の蓋体にて閉塞するとともに、 の蓋体に浄水
出口を設け、濾過部の外周からの原水が濾過部で濾過されて、浄水出口から流出するよう
にした濾過器を含む浄水カートリッジにおいて、
　当該濾過器の濾過部及び上下一対の蓋体によって囲まれる空洞部内の水の流路に、内部
を水が通過する筐体を設け、その筐体内には水流により流動分散するように銀処理活性炭
粒子を収容したことを特徴とする浄水カートリッジ。
【請求項２】
前記 は、上下両端を開放し、その開放部にフィルタを設けたことを特徴とする請求項
１に記載の浄水カートリッジ。
【請求項３】
濾過器の濾過部及び上下一対の蓋体によって囲まれる円筒状の空洞部内に、濾過器の上下
両端に開口した連絡路が貫通していることを特徴とする請求項１または２に記載の浄水カ
ートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、銀処理活性炭を利用した除菌若しくは殺菌機構を有する浄水器及び浄水カート
リッジに関するものである。

10

20

JP 3647724 B2 2005.5.18

中空 上

筐体



【０００２】
【従来の技術】
従来、活性炭等の吸着材や多孔質中空糸フィルター等の濾材を利用して水道水などを浄化
する浄水器及び浄水カートリッジが知られている。これらの浄水器及び浄水カートリッジ
においては、活性炭等の吸着材による吸着作用及び多孔質中空糸フィルター等による濾過
作用により、水道水などに含まれる異物や細菌、 塩素などが取り除かれる。このよう
な浄水器及び浄水カートリッジとして、例えば、特開平０８－７１５４１号公報に示され
る浄水器が提唱されている。
【０００３】
一方、粒状活性炭に銀又は銀化合物をコーティングした銀処理活性炭などを用いて銀イオ
ンを水道水などに溶出させて浄水カートリッジ内、又は、浄化された浄水内における雑菌
の繁殖を抑制する種々の浄水器及び浄水カートリッジが知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記粒状活性炭に銀又は銀化合物を被覆させた銀処理活性炭を用いた浄水器及び
浄水カートリッジにおいて、濾過部内の活性炭の充填密度が不安定であったりすると、活
性炭充填層に空隙が生じ、所謂、「みずみち」と呼ばれる流体が流れやすい一定の流路が
形成されてしまい、銀処理活性炭と水道水などとの接触面積が低下したり、原水が処理さ
れないままリークしたりするという問題があった。この問題は、充填した銀処理活性炭の
量に対して除菌効果が十分に発揮されず、コストパフォーマンスが低下するという問題を
引き起こす。
【０００５】
この問題を解決するために、濾過部内に空隙が生じないように銀処理活性炭を高密度に充
填していた。しかし、このようにすると、銀処理活性炭が濾過部内で固定されてしまい、
銀処理活性炭と水道水などとの接触面積が低下して銀イオンの浄水中への溶出が極端に少
なくなるという問題があった。
【０００６】
本発明は、上述した問題に鑑みてなされたものである。その目的は、浄水カートリッジ内
や浄化された水内の雑菌繁殖を抑制するとともに、除菌若しくは殺菌作用を向上させ、し
かも銀処理活性炭の量を少なくしてコストパフォーマンスに優れた浄水器を提供すること
にある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記問題点を解決するために、請求項１に記載の発明は、 円筒状の濾過部の開口部
を上下一対の蓋体にて閉塞するとともに、 の蓋体に浄水出口を設け、濾過部の外周から
の原水が濾過部で濾過されて、浄水出口から流出するようにした濾過器を含む浄水カート
リッジにおいて、当該濾過器の濾過部及び上下一対の蓋体によって囲まれる空洞部内の水
の流路に、内部を水が通過する筐体を設け、その筐体内には水流により流動分散するよう
に銀処理活性炭粒子を収容したことを特徴とする。
【０００８】
流体中において流動分散するように銀処理活性炭粒子を 内に収容し、流水中において
銀処理活性炭粒子を流動させることにより、銀イオンの溶出量を増大させることができる
。そのため、浄水中に銀イオンが有効に溶出し、銀イオンの除菌若しくは殺菌作用により
、浄水カートリッジ内、又は、浄化された浄水内における雑菌の繁殖を抑制することがで
きる。しかも、濾過器内に濾過部とは別個に、除菌若しくは殺菌機構としての を設け
たため、濾過器の濾過部においては本来の残留塩素除去のみの役割を担い、除菌若しくは
殺菌処理の役割は、濾過器の が担うこととなる。そのため、濾過部における、みずみ
ちと呼ばれる流路の形成による銀イオンの溶出の減少という問題を解決することができる
。
【０００９】
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したがって、濾過部においては濾過体を高充填することができるとともに、匿体において
は流動分散するように銀処理活性炭を充填することができ、結果として、一体のカートリ
ッジ内において、濾過及び除菌機能の向上を図ることができるとともに、優れたコストパ
フォーマンスを発揮することができる。
【００１０】
請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の浄水カートリッジにおいて、前記 は、上
下両端を開放し、その開放部にフィルタを設けたことを特徴とする。
【００１１】
濾過器の上下両端が開放されているため、浄水の流入量を増大させることができる。こ
ため、 内に銀処理活性炭を高充填することなく、除菌効果を向上させることができる
。
【００１２】
請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の浄水カートリッジにおいて、濾過器
の濾過部及び上下一対の蓋体によって囲まれる円筒状の空洞部内に、濾過器の上下両端に
開口した連絡路が貫通していることを特徴とする。
【００１３】
連絡路を、濾過器の濾過部及び上下一対の蓋体によって囲まれる円筒状の空洞部内に設け
ることにより、大きな設計変更を伴なうことなく、浄水カートリッジによる除菌若しくは
殺菌効果を増大させることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を具体化した一実施形態を図１，２に従って説明する。
なお、この明細書の説明にあたっては、濾過器１４の外周とケース１１の内壁との間の領
域を「側部領域」といい、濾過器１４の上端とケース蓋１２との間の領域を「上部領域」
といい、濾過器１４の下端とケース１１の内壁との間の領域を「下部領域」という。
【００１５】
図１に示される通り、浄水器は、有底円筒状のケース１１と、ケース１１の上端開口を密
閉するケース蓋１２と、ケース蓋１２をケース１１に固定・密着するための止め具１３及
び内部に設置された濾過器１４とを備えている。
【００１６】
尚、ケース１１と、ケース蓋１２との間には、水密性を保持するためのパッキン１５が設
けられている。また、ケース蓋１２は、原水を流入させるための流入口１７と、濾過され
た浄水を流出させるための流出口１８とを備えている。
【００１７】
前記濾過器１４は、その蓋体１９ａに設けられた支持部２３の雄ねじ２９を、ケース蓋１
２の流出口１８に設けられた雌ねじ３０と螺合させることにより、ケース蓋１２に垂下固
定されている。その際、濾過器１４の上端、外周、下端と、それぞれに対応するケース１
１の内壁又はケース蓋１２との間には、前述したように、一定の間隔（上部領域、側部領
域、下部領域）が設けられている。従って、流入口１７から供給された原水は、これらの
各領域に注入される。
【００１８】
次に、図２に示すとおり、濾過器１４は、上下一対の蓋体１９ ９ｂと、濾過部２４
と、連絡路２２と、除菌処理機構としての ４１とを組み合わせることによって構成さ
れる。濾過部２４は、前記蓋体１９ａ，１９ｂと、それぞれ多孔質材料よりなる内フィル
タ２０及び外フィルタ２１と、それらの間に充填された粒状活性炭よりなる濾材４７とに
より構成される。
【００１９】
連絡路２２は、中空部材２７及び ４１内の 連絡路４４により形成され、濾過器１
４の上下の蓋体１９ａ，１９ｂ間に区画形成されている。また、内フィルタ２０と一対の
蓋体１９ａ，１９ｂとの間には、空洞部２５が形成されている。
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【００２０】
支持部２３は、ケース蓋１２の流出口１８と空洞部２５とを連通する流出路３１を備えて
いる。また、上下一対の蓋体１９ａ，１９ｂの適所には、連絡路２２の一端を形成する連
絡孔２６がそれぞれ設けられている。
【００２１】

４１は前記空洞部２５内の流路終端部（上端部）に配置固定され、上下両端のほぼ全
体を開放したケース４２と、その開放部に設けられた合成樹脂からなるフィルタ４３ａ，
４３ｂとからなる。また、 ４１内には連絡孔２６の上端部となる 連絡路４４が設
けられている。そして、 ４１内には、除菌作用を呈する銀又は銀化合物が粒状活性炭
の表面に被覆された銀処理活性炭粒子４８が、流体中において水流により流動分散するよ
うに収容されている。この銀処理活性炭粒子４８の収容域は、 ４１の内部容積の半分
から４分の３程度である。なお、この銀処理活性炭粒子４８の収容域は、特に限定される
ものではなく、銀処理活性炭粒子４８が ４１内において流動分散できる程度の間隙が
あればよい。
【００２２】
さて、図１，２に示すように、ケース蓋１２の流入口１７から供給された原水は、ケース
１１本体内の上部領域、側部領域、下部領域及び連絡路２２を満たす。そして、側部領域
における原水が濾過器１４内に移動する。そのため、供給された原水は、外フィルタ２１
、濾過部２４、内フィルタ２０、空洞部２５と順次通過する。ここにおいて、濾過部２４
に充填された活性炭が残留塩素やトリハロメタン等の不純物の除去や吸着する機能を発揮
し、濾過器１４は、原水を浄化する。
【００２３】
そして、濾過部２４により浄化された浄水は、空洞部２５から ４１、ケース蓋１２の
流出路３１へと順次通過する。ここで、 ４１内には、除菌若しくは殺菌作用を呈する
銀又は銀化合物が粒状活性炭の表面に被覆された銀処理活性炭粒子４８が、水流により流
動分散するように収容されている。そのため、 ４１のフィルタ４３ｂを通過した浄水
に、銀処理活性炭の銀又は銀化合物が溶出することにより銀イオンが添加されることにな
る。これにより、浄水カートリッジ内、又は浄水中における雑菌の繁殖を抑制することが
できる。そして、銀処理活性炭粒子４８が流動分散されるため、浄水が ４１内を通過
する浄水と銀処理活性炭粒子４８との接触が ４１内において均一に行われる。これに
より、流量の低下、早期の目詰まり等を防止することができ、また、銀処理活性炭による
除菌若しくは殺菌作用を効果的に発揮することができる。
【００２４】
一方、濾過器１４の上下の蓋体１９ａ，１９ｂ間に上下両端を開放した連絡路２２を区画
形成したことにより、連絡路２２は下部領域と上部領域とを連通する働きをなす。これに
より、下部領域に新たな原水の流出入路を設けることとなり、浄水器の下部領域で滞留し
ている原水の流動を変化させることとなる。即ち、原水は、上部領域から連絡路を通じて
下部領域へ流入し、それに伴い、下部領域から側部領域に向かって流出するようになる。
従って、連絡路２２は、下部領域における原水の新たな流入経路として機能し、浄水器に
おいて滞留しやすい下部領域における原水の流出入量を増大させる働きをなす。
【００２５】
上記一実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
・　流体中において流動分散するように銀処理活性炭粒子４８を ４１内に収容したこ
とにより、浄水中に銀イオンが有効に溶出し、銀イオンの除菌若しくは殺菌作用により、
浄水カートリッジ内、又は、浄化された浄水内における雑菌の繁殖を抑制することができ
る。
【００２６】
・　銀処理活性炭粒子４８が水流により流動分散するため、 ４１内に、みずみちと呼
ばれる流路を形成することを防止することができる。これにより、浄水と銀処理活性炭粒
子４８との接触面積を有効に確保することができ、そのため、充填した銀処理活性炭粒子
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４８の量に比例した除菌効果が発揮されることが期待でき、コストパフォーマンスを向上
させることができる。
【００２７】
・　濾過器１４の上下両端のほぼ全体が開放されているため、充分な量の浄水を濾過器１
４内に導くことができ、また、濾過表面積を大きくできるため、濾量処理量を増大させる
ことができる。
【００２８】
尚、本発明は、前記実施形態の構成に限定されるものではなく、この発明の趣旨から逸脱
しない範囲で、各部の構成を任意に変更して具体化することも可能である。
【００２９】
・　連絡路２２を省略すること。このように構成しても、前記実施形態と同様な効果を得
ることができる。
・　 ４１を空洞部２５内の上下中間部または下部に設けること。
【００３０】
次に上記実施形態及び別例から把握できる請求項に記載した以外の技術的思想について、
それらの効果とともに以下に記載する。
・　請求項１～３のいずれかにおいて、銀処理活性炭粒子４８の占める領域が濾過器１４
の内部容積の半分～４分の３の範囲内にある浄水カートリッジ。このように構成すれば、
水流中において銀処理活性炭粒子４８を有効に流動分散させることができ、銀イオンを有
効に溶出させることができる。
【００３１】
・　銀処理活性炭粒子４８は、その表面を銀または銀化合物で被覆した浄水カートリッジ
。
【００３２】
【発明の効果】
以上、詳述したように、この発明は、銀処理活性炭粒子を 内に流動分散可能に収容し
たことにより、浄水中に銀イオンが有効に溶出し、銀イオンの除菌若しくは殺菌作用によ
り、雑菌の繁殖を抑制することができる。しかも、銀処理活性炭粒子が水流により流動分
散するため、 内に、みずみちと呼ばれる流路を形成することなく、浄水と銀処理活性
炭との接触面積を確保することができるため、充填した銀処理活性炭の量に比例した除菌
効果が発揮されることが期待でき、コストパフォーマンスを向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施形態の浄水器及び浄水カートリッジを示す断面図。
【図２】　実施形態の浄水カートリッジを示す断面図。
【符号の説明】
１４…濾過器、１９ａ，１９ｂ…蓋体、２０…内フィルタ、２１…外フィルタ、

２４…濾過部、２５…空洞部、２６…連絡孔、４１… 、４２…ケース、４３ａ
，４３ｂ…フィルタ、４７…濾材、４８… 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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